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和
歌
山
・
泉
南
紀
行

多
和
マ
リ
子

　

出
発
時
は
雲
一つ
な
い
春
の
青
空
で
し

た
。
前
回
は
あ
い
に
く
の
雨
も
よ
う
で
し

た
が
、
今
日
は
一
日
中
雨
の
心
配
は
い
ら

な
い
よ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
少
し
多
い
二
十
六
名
の
参
加

を
得
て
三
国
ヶ
丘
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
、
昨

日
和
歌
山
ま
で
全
線
開
通
し
た
第
二
阪

和
国
道
を
南
下
し
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
圏
で
あ
る
、
堺
以
南
の

市
町
村
を
通
り
過
ぎ
、
一
路
和
歌
山
の
加

太
へ
急
ぎ
ま
す
。

　

和
歌
山
市
大
川
の
海
岸
近
く
の
報
恩

講
寺
に
到
着
し
ま
す
。
こ
の
寺
に
つ
い
て

案
内
役
の
鳥
居
さ
ん
は
、『
行
基
事
典
』

に
は
安
置
の
勢
至
菩
薩
像
が
行
基
作
と

の
伝
承
が
あ
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

お
寺
の
案
内
役
の
方
は
、
寺
の
歴
史
に

つ
い
て
丁
寧
に
解
説
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
法
然
上
人
二
十
五
霊
場
の 

第
八
番
目
に
当
り
ま
す
。

　

承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
十
二
月
、
法

然
上
人
は
赦
免
さ
れ
て
讃
岐
の
配
所
か

ら
の
帰
路
、
海
上
が
荒
れ
た
た
め
、
油

生
浜
に
漂
着
さ
れ
た
。
こ
の
時
土
豪
孫

右
衛
門
や
村
人
が
、
上
人
の
慈
顔
温
容

を
拝
し
、
上
人
の
お
世
話
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。

　

上
人
が
こ
の
地
を
離
れ
る
と
き
村
人

は
名
残
を
惜
し
ん
で
帰
京
を
お
止
め
し

た
の
で
、
上
人
は
自
ら
桜
の
木
に
お
姿
を

刻
ま
れ
開
眼
の
上
、
村
人
に
授
け
ら
れ
た
。

ま
た
こ
の
余
材
で
百
万
遍
大
念
珠
を
作

ら
れ
た
。
こ
の
尊
像
を
安
置
す
る
た
め
建

立
さ
れ
た
堂
宇
が
報
恩
講
寺
だ
と
い
う
。

　

お
堂
に
鞄
を
忘
れ
た
方
が
云
う
の
に
、

取
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
寺
の
歴
史
を
説

明
さ
れ
た
方
か
ら
、
皆
さ
ん
非
常
に
熱

心
に
聞
い
て
お
ら
れ
た
の
で
感
心
し
た
、

と
云
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
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行
基
伝
承
寺
院
が
日
本
中
に
あ
る
の

は
、
い
つ
の
時
代
に
も
行
基
弟
子
を
自
認

す
る
僧
侶
が
い
た
か
ら
、
行
基
を
尊
敬

す
る
そ
の
後
の
弟
子
た
ち
が
関
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
鳥
居
さ
ん
の
歴
史

教
室
で
教
わ
り
ま
し
た

　

さ
て
食
事
を
と
る
紀
三
井
寺
近
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
は
や
し
」
へ
移
り
ま
す
。

予
定
よ
り
少
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
料
理

は
す
で
に
そ
ろ
っ
て
並
べ
て
あ
り
ま
し
た
。

種
類
も
豊
富
で
、
美
味
し
く
頂
戴
致
し

ま
し
た
。
鉄
板
の
肉
は
先
に
焼
き
、
そ

の
後
野
菜
を
焼
け
ば
も
う
少
し
美
味
し

く
頂
け
た
か
な
？

　

満
腹
に
な
っ
て
退
席
し
、
土
産
と
し
て

名
産
の
柑
橘
類
を
買
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
高
速
阪
和
道
に
出
て
泉
南
イ

ン
タ
ー
ま
で
行
き
ま
す
。

　

泉
南
市
信
達
岡
中
の
林
昌
寺
は
天
平

年
中
行
基
開
創
と
伝
え
る
寺
院
で
す
。

道
が
狭
い
の
で
バ
ス
を
降
り
て
し
ば
ら
く

山
道
の
坂
を
歩
き
ま
し
た
。
山
号
は
躑
躅

山
林
昌
寺
と
云
い
、
庭
園
は
文
字
通
り

一
面
つ
つ
じ
の
林
で
す
。
五
月
の
満
開
期
は

さ
ぞ
や
と
想
い
ま
し
た
。

　

庭
園
の
作
者･

重
森
三
玲
は
、
岸
和
田

城
の
「
八
陣
の
庭
」
を
作
っ
た
人
で
す
。

近
代
現
代
の
作
庭
家
で
す
。

　

次
に
訪
ね
た
の
は
行
基
の
師
匠
の
一
人

道
昭
が
建
立
し
た
と
い
う
大
字
牧
野
の

往
生
院
跡
で
、小
栗
街
道
沿
い
に
あ
り
ま

す
。
六
七
九
年
に
天
武
天
皇
の
勅
願
寺
と

し
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ま
す
。
中
世

以
前
は
七
堂
伽
藍
を
有
す
る
大
寺
院
で

し
た
が
、豊
臣
秀
吉
の
根
来
攻
め
の
兵
火

に
よ
っ
て
、堂
塔
す
べ
て
焼
失
し
た
と
い
う
。

　

創
建
者
で
あ
る
道
昭
は
、
第
二
回
遣

唐
使
の
一
人
と
し
て
留
学
し
た
際
、
唐
の

僧
侶
玄
奘
三
蔵
の
教
え
を
受
け
、
つ
い
で

道
昭
が
そ
の
教
え
を
行
基
に
伝
授
し
て

行
基
が
教
え
を
花
開
か
せ
た
と
も
い
い
ま

す
。
道
昭
は
遺
言
に
よ
り
火
葬
さ
れ
、
日
本

で
の
火
葬
者
の
第
一
号
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
鳥
居
歴
史
教
室
で
教

わ
り
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
、
建
立
当
時
の
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
貴
重
な
二
面
石
仏
が
佇
ん
で

い
た
。

　

次
の
訪
問
地
、国
史
跡
海
会
寺
跡
は
泉

南
市
信
達
大
苗
代
の
一
岡
神
社
の
中
に
あ

り
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
〜
六
十
一
年
の

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
法
隆
寺
式
伽
藍
配

泉南市 林昌寺

泉南市 林昌寺

泉南市 往生院

泉南市 海会寺跡

レストラン「はやし」にて

レストラン「はやし」にて
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置
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

大
阪
府
内
で
は
、
四
天
王
寺
に
次
ぐ

古
さ
だ
そ
う
で
、
ま
た
寺
院
の
隣
に
営

ま
れ
て
い
た
豪
族
集
落
の
様
子
な
ど
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
発
掘
出
土
品
は

遺
跡
内
の
古
代
史
博
物
館
（
泉
南
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
曜
は
閉
館
と
の
こ
と
で
ほ
ん

と
う
に
残
念
で
し
た
。

　

こ
こ
は
昭
和
六
十
二
年
に
国
史
跡
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
訪
問
地
は
泉
佐
野
市
の
青
空

市
場
で
す
。
こ
こ
は
早
朝
に
鮮
魚
の
お
買

い
得
品
が
あ
る
と
い
う
所
で
、
我
々
が
行
っ

た
の
は
午
後
３
時
す
ぎ
で
閉
店
準
備
中

で
し
た
。「
ま
け
と
く
よ
」
の
声
に
つ
ら

れ
て
、
皆
さ
ん
沢
山
お
土
産
物
を
買
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
史
跡
巡
り
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た

行
程
で
し
た
の
で
今
後
も
安
心
し
て
参

加
さ
せ
て
頂
だ
け
る
と
思
い
ま
し
た
。
計

画
し
た
役
員
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

 

平
成
２９
年
４
月
史
跡
巡
り
参
加
者

井
戸
久
美
子
・
大
川
法
子
・
小
室
孝
子

加
藤
孜
子
・
佐
藤
盛
夫
・
仙
波
恒
民

谷
口
康
子
・
多
和
マ
リ
子
・
寺
川
光
俊

戸
松
生
吉
・
鳥
居
俊
作
他
２
名

中
井
国
芳
・
中
井
千
恵
・
中
野
博
之

中
野
昌
人
・
西
井
幹
雄
・
西
野
明
美

東
野
信
吾
・
畑
中
雄
一
・
前
田 

収

南
山
明
弘
・
森 

明
彦
・
若
井
敏
明

吉
田
靖
雄

平
成
２９
年
５
月
２８
日

　
　
　

会
員
総
会
開
催
さ
れ
る

　

会
員
総
会
は
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅
前
サ
ン
ス
ク

エ
ア
に
て
開
催
さ
れ
た
。
吉
田
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、中
井
国
芳
氏
を
議
長
に
選
び
、

　

①
平
成
２８
年
度
事
業
報
告
が
吉
田
会

　
　

長
か
ら

　

②
同
年
度
収
支
決
算
書
が
東
野
信
吾

　
　

会
計
か
ら

　

③
監
査
報
告
が
仙
波
恒
民
監
事
か
ら

　

④
２９
年
度
事
業
案
が
会
長
か
ら

　

⑤
同
年
度
予
算
案
が
東
野
会
計
か
ら

　

⑥
役
員
案
が
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

泉南市 林昌寺

総会での吉田会長
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総
会
後
の
講
演

７
１
７
年
（
養
老
元
）
の
行
基
弾
圧
の

　

契
機

吉
田
靖
雄

は
じ
め
に

　

７
１
７
年
（
養
老
元
）
元
正
天
皇
は
、

行
基
と
弟
子
ら
は
布
教
に
名
を
借
り
集

団
で
托
鉢
行
を
行
い
百
姓
を
妖
惑
し
て
い

る
、
こ
れ
は
戒
律
と
法
令
に
違
反
す
る

行
為
で
あ
る
、
と
厳
し
く
糾
弾
し
た
。

　

つ
い
で
７
２
２
年
に
は
、
百
姓
を
妖
惑

す
る
僧
尼
ら
は
杖
罪
を
課
し
郷
里
へ
送

還
せ
よ
と
命
令
し
た
。

　

上
記
の
い
わ
ゆ
る
行
基
へ
の
弾
圧
の
契

機
に
つ
い
て
、
当
時
の
日
本
知
識
人
が
仰

ぎ
見
た
中
国
の
事
例
が
影
響
を
あ
た
え

た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
そ
れ
に
つ
い
て

論
じ
て
み
た
い
。

⒈ 

養
老
年
中
の
行
基
の
徒
弾
圧
と
中
国

　

反
乱
教
徒
と
の
関
係

　

中
国
の
社
会
で
は
古
く
か
ら
、
天
子

が
不
徳
な
ら
ば
天
命
は
去
り
、
別
の
有

徳
者
が
天
命
を
受
け
て
新
王
朝
を
開
く

の
を
肯
定
す
る
易
姓（
え
き
せ
い
）革
命

が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
不
徳
腐
敗
の
王
朝

に
対
し
て
武
力
に
よ
る
反
乱
攻
撃
が
合

理
化
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き

は
宗
教
団
体
の
武
力
反
乱
が
あ
り
、
王

朝
崩
壊
の
契
機
を
な
し
た
例
が
い
く
つ
も

あ
る
。

太
平
道
の
乱　

紀
元
二
五
年
に
成
立
し

た
後
漢
王
朝
は
、
二
世
紀
の
末
、
数
十

万
人
と
伝
え
ら
れ
る
宗
教
結
社
太
平
道

を
組
織
し
た
張
角
（
〜
一
八
四
）
一
派
を

危
険
視
し
抑
圧
し
た
の
で
、
張
角
ら
は

王
朝
の
転
覆
を
企
画
し
中
平
元
年
（
一
八

四
）
挙
兵
し
た
。
こ
れ
が
黄
巾
の
乱
で
、

張
角
の
病
死
に
よ
り
乱
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
が
、
後
漢
王
朝
は
決
定
的
打
撃
を
う

け
紀
元
二
二
〇
年
に
滅
亡
し
た
。

　

張
角
は
黄
老
の
学
ん
だ
た
道
教
系
の

人
で
、
お
札
・
神
水
・
呪
文
（
符
水
呪
）

に
よ
る
病
気
治
療
を
善
く
し
人
々
の
信

頼
を
得
た
。（『
後
漢
書
』
皇
甫
嵩
伝
）。

弥
勒
教
徒
の
乱　

つ
ぎ
に
五
世
紀
の
北
魏

の
時
代
に
弥
勒
教
徒
の
反
乱
が
あ
る
。

弥
勒
菩
薩
は
仏
滅
後
五
六
億
七
千
万
年

後
に
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
出
て
、
す
べ
て

の
人
々
を
済
度
す
る
と
さ
れ
る
。
弥
勒

出
現
の
世
は
世
直
し
・
革
命
の
世
の
中
で

あ
り
、
今
が
そ
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
主

張
が
現
わ
れ
た
。

　

僧
の
法
慶
は
北
魏
の
五
一
五
年
、
大
乗

教
を
組
織
し
反
乱
を
起
し
た
。
彼
は
妖

術
を
使
っ
た
が
、
か
れ
が
合
成
し
た
薬
剤

を
服
用
す
る
と
、
親
族
の
関
係
を
忘
れ

た
だ
殺
害
の
み
を
事
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
殺
人
が
奨
励
さ
れ
た
。
教

徒
は「
新
仏
出
世
し
て
衆
魔
を
除
去
す
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
役
人
・
僧
尼
を
殺
し

役
所
・
寺
院
を
放
火
焼
尽
さ
せ
た
（『
魏

書
』
十
九
、
元
遥
伝
）。

　

隋
の
大
業
九
年
（
六
一
三
）
僧
海
明
は

弥
勒
仏
出
現
を
唱
え
民
衆
を
組
織
し
た
。

か
れ
は
他
人
の
見
た
い
夢
を
操
る
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
民
衆
の
熱
狂
を
引
き
出
し
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武
装
勢
力
は
数
万
を
数
え
た
。
自
ら
皇

帝
を
称
し
反
乱
を
起
し
た
が
、
官
軍
の

反
撃
に
よ
り
壊
滅
し
た
（『
隋
書
』
楊
義

真
伝
、
重
松
俊
章
「
唐
宋
時
代
の
弥
勒

教
匪
」『
史
淵
』
３
、
一
九
三
一
年
）。

⒉ 

七
〜
八
世
紀
日
本
貴
族
・
知
識
人
の 

　

大
陸
傾
倒

　

中
国
で
は
秦
の
始
皇
帝
以
後
、
君
主

は
皇
帝
の
称
号
を
使
用
し
た
が
、
唐
の

高
宗
（
６
２
８
〜
８
３
）
は
６
７
４
年
天

皇
と
称
し
、
皇
后
は
天
后
と
称
す
る
制

度
に
改
め
た
。

　

こ
れ
は
中
国
で
天
皇
号
が
用
い
ら
れ
た

最
初
で
あ
り
、
日
本
の
天
皇
号
は
中
国

の
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

瞭
で
、
天
皇
号
の
採
用
は
６
７
４
年
以
後

の
天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
例
に
見
る
よ
う
に
当
時
の
貴
族
・

知
識
人
ら
は
大
陸
の
情
報
に
極
め
て
敏

感
で
あ
り
学
習
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
反
乱
記
事
を
載
せ
る
『
後
漢

書
』『
三
国
志
』『
隋
書
』
な
ど
は
早
く

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、『
日
本
書
紀
』『
続

日
本
紀
』
編
纂
に
あ
た
り
参
考
に
も
さ

れ
た
か
ら
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
の
時

点
で
中
国
的
教
養
を
身
に
つ
け
た
知
識

人
・
官
僚
ら
に
と
っ
て
教
徒
ら
の
反
乱
事

件
は
既
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
が

中
国
の
教
徒
反
乱
の
事
件
と
展
開
中
の

行
基
の
活
動
を
比
較
し
た
と
き
、
類
似

点
に
多
さ
に
驚
い
た
で
あ
ろ
う
。

①
行
基
は
少
な
く
と
も
五
十
余
人
の
出
家

　

の
弟
子
を
も
ち
、
そ
の
下
に
在
家
の
郡

　

司
級
の
下
級
貴
族
、
さ
ら
に
そ
の
下
に

　

郷
長
ク
ラ
ス
の
識
字
層
の
弟
子
を
も
っ

　

た
。
集
団
は
極
め
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。

　

集
団
内
が
組
織
さ
れ
て
い
た
点
で
中
国

　

の
反
乱
教
徒
ら
と
軌
を
一に
す
る
。

②
行
基
の
布
施
屋
は
街
道
脇
に
設
け
ら

　

れ
、
役
民
や
貢
調
の
運
脚
夫
を
収
容

　

し
寝
床
と
飲
食
物
を
供
与
し
集
団
に

　

同
調
す
る
人
々
を
獲
得
し
よ
う
と
し

　

た
。
五
斗
米
道
の
義
舎
と
形
態
・
内

　

容
が
一
致
し
て
い
る
。

③
行
基
は
実
態
は
不
明
な
が
ら
「
霊
異

　

神
験
」
を
現
す
人
と
当
時
の
人
々
に
認

　

識
さ
れ
て
い
た
。
反
乱
教
徒
ら
の
リ
ー

　

ダ
ー
た
ち
も
特
異
な
能
力
を
持
ち
多
く

　

の
人
々
を
魅
惑
し
た
点
で
一
致
し
て
い
る
。

　

以
上
の
点
は
、
中
国
の
典
籍
を
読
み

な
れ
た
官
僚
・
知
識
人
・
帰
朝
し
た
留

学
僧
留
学
生
に
と
っ
て
容
易
に
読
み
取
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
助
言
に
よ
っ

て
為
政
者
ら
は
養
老
元
年
の
抑
圧
を
行

う
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
行
基

の
活
動
を
実
際
に
観
察
す
れ
ば
容
易
に

理
解
さ
れ
る
の
だ
が
、
民
衆
的
寺
院
・

交
通
・
農
業
な
ど
の
公
共
的
施
設
の
建

設
で
あ
り
、
反
乱
教
徒
ら
の
破
壊
行
動

と
は
正
反
対
の
生
活
の
安
定
増
強
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

編
集
後
記

カ
ラ
ー
印
刷
に
し
て
み
ま
し
た
。
思
っ
た

よ
り
印
刷
費
は
安
く
あ
が
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
あ
れ
ば
、
堺

行
基
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ

て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
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